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１．はじめに 

日射や降雨による融雪時に，雪面上にくぼみが発生する

ことがあり，”雪えくぼ”と呼ばれている．この雪えくぼの間隔

はさまざまであり(納口, 1984a），積雪層の密度と関連がある

ことが報告されている（納口, 1984b）．今回は十日町で観察

された雪えくぼについて，水平分布の特徴を調べた． 

２．観測と解析方法 

観測は，森林総合研究所十日町試験地の露場において，

高さ 9.5 m の観測やぐらからタイムラプス撮影することで行っ

た．得られた画像を真上から見た画像に変換したのち，くぼ

みを手作業で選び出し，点として扱うことにした． 

これらの点の分布を Pair Correlation 関数（島谷, 2001）を

用いて解析した．Pair Correlation 関数は，一つの点に注目

して，その周囲の点の距離をある程度の幅で重み付けした

動径分布関数の一種である． 

３．解析結果 

図１ 2020 年1 月3 日9:37 間隔の狭い雪えくぼ． 

枠の部分（縦6m x 横10m）を解析した．

図2  Pair Correlatioon 関数で示した図１の雪えくぼの分布． 

図１に 2020 年1 月3 日に，図３に 2020 年2 月13 日に観

察された雪えくぼを示す．また，図２に図１の，図４に図３の

雪えくぼの Pair Correlation 関数を用いた解析結果を示す． 

図１の例では，第１近接は Pair Correlation 関数ではっきり

ピークとして表れているが，第２近接以降ははっきりしていな

い．一方、図３の例では第２近接もピークが見られるが，これ

は解析した点の数が不足しているためと考えられる（鈴木ら, 

2020）．詳細は発表で述べる． 

図3 2020 年2 月13 日11:52．間隔の広い雪えくぼ．． 

図4  Pair Correlatioon 関数で示した図3 の雪えくぼの分布． 
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